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幼小連携・接続推進コーディネーター 小瀬知里(扇山小学校) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 先日、枝幸町の幼小連携・接続推進コーディネーター、幼稚園教諭、保育所職

員と教育委員会職員の皆様が、富良野市の取組を視察に来市しました。富良野市

の取組を参考にしつつ、互いの市町における幼小連携の在り方を共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国的にみて、幼児教育施設では、月案、週案、そして日案はあります

が、アプローチカリキュラムについては整備されていない施設もあるそうで

す。今現在、行っているものを可視化（見える化）することで「計画、実

施、評価、改善」のサイクルが生まれ、新たな課題や目標が見えてくるかも

しれません。 

富良野市の幼小連携・接続推進協議会でも、「“市としてのアプローチカリ

キュラムハンドブック”があるべき」という意見が幼児教育施設より出まし

た。事業２年間で、そこまでたどり着けるか難しいところですが、次年度以

降も幼小連携や幼小交流が継続されるよう組織体制を整備していきます。 

枝幸町の北地区には幼稚園１園、保育所１所、小学校３

校があります。その中で、今年度、幼児教育施設における

アプローチカリキュラムの様式を統一してみました。 

アプローチカリキュラムの内容は違っても、様式を統一

することで、小学校が「幼児期に何を学んできたのか」と

いうことが理解しやすくなります。 

【特徴】 

 ○幼・保・小連携プログラム 

 ○アプローチ期に身に付けたい資質・能力を３つの項目

に整理（学びの芽生え、人との関わり、健康・運動） 

【作成してみて】 

 ○今まで、「こんなかんじ」で就学前に向けて保育を行っ

ていたが、改めて整理することで、目標や目的を明確

にすることができた。 

 ○小学校との連携を年間計画にきちんと位置付けること

ができた。 

○幼稚園、保育所のつながりができ、互いの特色を尊重し

ながら学び合える環境ができた。 

「一度決めた計画が絶対」という

ことはありません。年度途中の見

直し、園児の実態に合わせて、都

度、改善してよいものです。 



 


